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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，呼気に含まれる成分を解析することにより，頭頚部癌に特有なガス成分を
ガスクロマトグラフィーを用いて同定することである。正常人を用いた呼気成分の解析により，喫煙後や飲食後などの
成分の判別は可能であった。しかし，同一被検者でも採取時間や採取方法の違いにより呼気成分構成比が異なり，今回
測定に用いたセンサでは，癌患者に特有の成分を見いだすことは困難であることが予想された。

研究成果の概要（英文）：A purpose of this study is to detect characteristic gas compositions in exhaled ai
r of head and neck cancer using gas chromatography. Differences of the components in exhaled air between s
moking or food eating and not could be distinguished in normal subjects. However, we found that there were
 some variations in same individual by examination time or method, and we cannot find characteristic odor 
components in head and neck cancer patients.
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１．研究開始当初の背景 

 犬の嗅覚は人間よりも優れており，警察犬

では犯罪捜査に使用されている。近年，癌患

者の放つ特有のにおいを感知し，癌の診断を

行う癌探知犬が話題を集めている。われわれ

耳鼻咽喉科医が診療を行う頭頸部癌は，多く

が喉頭，咽頭，口腔など上気道の粘膜に発生

する。したがって，患者の呼気は癌病巣の表

面を通過して放出されるため，癌組織に固有

の成分があるとすれば，呼気とともに放出さ

れるのではないかとの着想で本研究に至っ

た。 

 

２．研究の目的 

 本研究は，癌患者が特有のにおいを持つの

であれば，それを犬よりも感度の高い，高感

度ガスクロマトグラフィー法を用いて癌に

特有のにおい成分を検出できないかという

目的で行われた。 

 

３．研究の方法 

 癌患者の呼気測定に先立ち，正常成人にお

ける呼気成分の検出を行った。 

（１）共同分担者の南戸は，健常者 3 名（喫

煙者 1 名，非喫煙者 2 名）の呼気サンプルを，

自家製のオートサンプラを作成して採取し

た。飲食直後，飲食 2 時間後に採取しにおい

成分を測定するとともに，飲食後の呼気を保

管し，1 日後，3 日後，7 日後に測定した。ま

た，喫煙者では喫煙後に採取して呼気に含ま

れるにおい成分の解析を行った。におい成分

は独自の 10 チャンネルの成分に分け，それ

ぞれのチャンネルにおける強度を測定し，レ

ーダーチャートに表した。また，呼気第 1 主

成分と第 2 主成分の強度をそれぞれ X 軸，Y

図 1：呼気主成分分析結果 

軸にプロットし，2 次元のグラフとして表し

た（図 1）。 

（２）研究代表者は，健常成人に対して，半

導体ガスセンサを用いたセンサガスクロ

SGEA-P2（エフアイエス（株））を用いて呼

気成分を測定した。本機のカラムで測定でき

るガスはアセトアルデヒド，エタノール，ア

セトン，イソプルレンの 4 種であった。測定

条件としては，同一健康成人被験者を用いて，

深呼吸前後および飲食前後で測定を行った。

結果は経時的に電流の変化として表れ，アセ

トアルデヒド，エタノール，アセトン，イソ

プルレンの濃度が電流の大きさとしてグラ

フにそれぞれのピークとして描出されてい

る（図 2） 

 

図 2 健常人における深呼吸前後の呼気成分

の濃度グラフ 



４．研究成果 

 南戸らによる測定では，喫煙後，飲食直後

では，喫煙者，非喫煙者ともに呼気の匂いに

変化が表れることが判明した。これは食事や

タバコの煙のにおいが口内に残るためと思

われた。また，喫煙者と非喫煙者を比較する

と，喫煙後時間が経過した後では，両者の差

を判別することができなかった。 

 一方，私の研究では，飲食前後では呼気成

分に違いが出ることは判明したが，同じ条件

でも，深呼吸する前と後では呼気成分に若干

の違いが生じることが判明した。 

 以上の点から，今回用いた手法では，飲食

や喫煙などの直後の大きな呼気成分の違い

は検出できても，微妙な違いの検出までには

至らなかった。 

 今後の課題としては，年代別など被験者を

増やして精度を高める必要がある。また，

歯磨き，うがい後などで呼気のにおいにど

のように影響していくかを調べる必要があ

る。さらに，今回用いた 4 種の成分以外に

呼気に含まれる成分は多数あり，検出カラ

ムを変えて，異なる成分による解析を行う

ことも有用と思われた。 
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